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申・問

森林の土地を取得したときは届出が必要です
　個人・法人を問わず、相続や売買などによって、森林の土地を新たに
取得した方は、面積の大小にかかわらず町への所有者届出が必要です。
届出期間●土地の所有者となってから90日以内に、町農政課へ届出し
　　　　　てください。

ナラ枯れ被害を防止するため情報提供をお願いします
　町では、みずほの里ロード東側の森林の大部分にナラ林が存在します。
森林を眺めたときに、少しでも赤くなっている木を発見したり、「ちょっと
おかしいな」と思ったりしたときは遠慮なくご連絡ください。結果的に
「ナラ枯れ被害」でなくとも、その繰り返しが「早期発見」につながり被
害を最小限に留めることになりますので、ご協力をお願いします。

美郷町農業経営塾を開講します
　農業実践者や専門家を講師として招き、これからの農
業経営を考えるきっかけづくりとして農業経営塾（計５
回）を開講します。

　会場は美郷町役場３階大会議室です。定員は50名程度
とし、広報・ホームページ等を通じて今後もお知らせす
る予定です。なお、１・２回目の申し込みは７月17日㈮
締切となりますので、下記までお申し込みください。

農地の借受希望者の募集を開始します
　秋田県農業公社では、農地中間管理機構として、農用
地等の借受を希望する者の募集を始めました。
　農地中間管理事業は、経営規模を縮小する出し手農家
から機構（農業公社）が農地を借り入れ、公募に応募し
公表された規模拡大や集約化を希望する受け手農家に、
まとまった農地を貸し付けるものです。
　受け手の公募は7月１日から平成28年１月31日まで実
施し、機構（農業公社）ホームページに掲載するほか、
美郷町地域農業再生協議会（町農政課、町農業委員会、
JA、土地改良区、米出荷団体）の窓口に応募用紙を用意
しています。

　なお、昨年度の公募に応募した方も、改めて応募する
必要がありますのでご注意ください。
　また、農地を機構に貸したい希望者（出し手）につい
ても、受付しています。
　詳細については、下記または機構（農業公社）までお
問い合わせください。

　広葉樹（ナラ林）がカシノナガキクイムシ（成虫）によっ
て次々と枯死していく「樹木の伝染病」です。被害が拡大す
ると森林景観が大きく損なわれたり、きのこ栽培、家具材な
どに利用される木材資源が減少したりします。さらに、森林
の水源涵養や土砂災害防止等の機能が低下します。

ナラ枯れ
とは？

①森林の土地の所有者届出書（届出書
　は町農政課に備え付けているほか、
　町ホームページからもダウンロード
　できます。）
②森林の土地の登記事項証明書や土地
　売買契約書など権利を取得したこと
　がわかる書類（写しでも可）

※赤くなっている部分が被害を受けたナラ林

被害を
受けた
ナラ林

かんよう

町農政課　農林整備班　☎0187（84）4908

申・問 町農政課　農業振興班　☎0187（84）4908

美郷町地域農業再生協議会　　　 　☎0187（84）4908
公益社団法人秋田県農業公社　　　 ☎018（893）6223
秋田おばこ農協千畑営農センター　 ☎0187（85）4114
秋田おばこ農協六郷営農センター　 ☎0187（84）0440
秋田おばこ農協仙南営農センター　 ☎0187（82）1033
秋田ふるさと農協金沢営農センター　 ☎0182（37）2124

問
い
合
わ
せ

No 開催日 講義タイトル 概　要 講　師

１ 7月22日㈬ 農業ビジネスの基礎知識 ・国内農業経営および６次化の現状と課題
・農業ビジネスモデルの事例と考え方
・経営計画の基礎を構築することで、今後の農業経営の
 多角化を考える。
・受講生が考える将来の経営ビジョンについて検討する。

株式会社パソナ農援隊　
取締役　中川　正樹  氏

２ ８月18日㈫ 自らの経営ビジョン作り
ホライズンコンサルティング
グループ株式会社
代表取締役　庄司　和弘  氏

提
出
書
類
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商工観光交流課

生涯学習課

　40歳未満の方などが、新規に家屋を取得し美郷町に
定住した場合、若者定住促進奨励金を交付します。今年
度の事業対象は、平成27年度から新たに固定資産税が
課税された家屋（平成26年中に取得した家屋）となって

います。７月31日㈮までに忘れずに申請をしてください。
奨励金の概要については、広報美郷４月号19ページをご
覧いただくか、下記までお問い合わせください。

「若者定住促進奨励金」の申請をお忘れなく！

　町と町商工会の共催により、町内の商店主、農業者等
を対象にインターネット販売研修会を開催します。イン
ターネット販売の実践や販路拡大を目指す方など、この
機会にぜひご参加ください。
日　　時●８月４日㈫から８月６日㈭までの３日間
　　　　　午後１時から午後５時までの４時間（計12時間）
会　　場●美郷町中央行政センター　２階会議室

定　　員●10名(申込者多数の場合は先着順)
研修内容●①商圏を拡大するための情報発信
　　　　　　新商品・新サービスの開発（グループワーク）
　　　　　②自社の強みの把握・発信方法について
　　　　　③自社の強みの発信、SNSの活用～Facebook
対 象 者●インターネット販売を実施している方で３日
　　　　　間研修に参加できる方
申込受付●７月６日(月)から定員になり次第終了

インターネット販売研修会を開催します！

町商工観光交流課　交流・商工班　☎0187（84）4909 申・問

①美郷の四季　②美郷の水風景
③美郷の山　④寺社仏閣のある風景
⑤美郷町ラベンダー園　⑥大台野広場
⑦雁の里山本公園　⑧町内３温泉
⑨六郷のカマクラ行事　⑩清水まつり
⑪舟ッコ流し　⑫全県かけ唄大会

次の写真を募集します(80点程度)

※詳しい募集内容については、町ホームページをご覧ください。

　美郷町が誇る魅力的な風景やイベントを効果的かつ積極的に発信す
るため、観光パンフレットやホームページ等で使用する写真を募集し
ます。奮ってご応募ください。
　皆さまからご応募いただいた写真については、選考委員会で審査し、
選考基準に合った素材を著作権も含め有償で町に譲渡していただきます。
募集期限●8月24日㈪　正午
譲渡方法●審査の結果、採用となった作品については、町と譲渡契約
　　　　　を結んでいただき、有償（10,000円＋特産品）にて譲渡し
　　　　　ていただきます。※著作権も含みます。

美郷町の風景・イベント写真を募集します

町商工観光交流課　観光班　☎0187（84）4909 申・問

町教育委員会　生涯学習課　歴史文化財班　☎0187（84）4040申・問

美郷町の歴史ハンドブックを販売しています
　美郷町が誕生してから10年が経過し、このたび旧３町村の郷土誌をベースに歴
史ハンドブックを刊行しました。美郷町の原始から現代までを１冊にまとめ、でき
る限り簡単な文章で読みやすくまとめました。町の歴史について基礎から学びたい
方はぜひお求めください。
書　　名●「美郷町の歴史（通史）」
　　　　　　134ページ（A5サイズ　オールカラー）
料　　金●1,200円（税込）
販売場所●美郷町学友館
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